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クリーンエナジーファクトリー株式会社に係る(仮称)ＣＥＦ福島楢葉

ウインドファーム事業環境影響評価方法書に対する知事意見について

１ 総括的事項について

(1) 風力発電の事業特性については、自社施設での調査に限らず広範囲な情報の

収集に努めるとともに、その知見を本事業における環境影響評価に反映させる

こと。

また、環境影響評価を行う過程において、項目、手法等の選定に係る事項に

新たな事情が生じたときは、必要に応じ、選定した項目、手法等を見直すとと

もに、追加的に調査、予測及び評価（以下「評価」という ）を行うなど適切に。

対応すること。

(2) 環境影響の予測にあたっては、できる限り定量的な手法を用いること。

(3) 風車稼働が生活環境に及ぼす影響を懸念し、風車は、直近の住宅から一定の

距離遠ざける検討を求める意見があることから、評価結果を踏まえ、設置位置

の選定理由とその妥当性について、環境影響評価準備書（以下「準備書」とい

う ）に詳細に記載すること。。

、 、 、(4) 風車 管理棟 変電所及び管理用道路の設置並びに資機材等運搬道路の拡張

送電線の埋設等の工事（以下「設置等工事」という ）に伴う改変場所を具体的。

、 、 。に示すとともに 施設及び設備の構造 仕様等を準備書に詳細に記載すること

なお、事業予定区域外の工事についても必要な評価を行うこと。

(5) 県環境影響評価技術指針の参考項目以外にも、必要に応じて事業特性を踏ま

えた適切な環境要素を追加すること。

(6) 事後調査の評価項目については、事業の実施による環境への負荷をできる限

り回避・低減するという環境影響評価の基本的な考え方に立脚し、次のような

観点から選定すること。

ア 予測の不確実性の程度が大きい選定項目について環境保全措置を講ずる場

合

イ 効果に係る知見が不十分な環境保全措置を講ずる場合

ウ 工事の実施中及び土地又は工作物の供用開始後において環境保全措置の内

容をより詳細なものにする場合等

、 （ （ ） ）、 、特に 動物・生態系 バードストライク コウモリ類を含む 等 低周波音

生活用水への影響等は、これらの項目に該当する可能性があることから、状況

を的確に把握できる手法での実施を検討すること。

２ 環境影響評価項目及び手法について
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(1) 大気環境について

ア 低周波音及び騒音については、自社施設での調査結果、国の検討状況等最

新の知見を踏まえ、対象事業実施区域周辺が静穏な地域であることも考慮し

て可能な限りの回避・低減等対策を検討し、その結果は検討経過も含めて準

備書に詳細に記載すること。

また、面的評価を実施するとともに、調査地点は、距離・方位別の居住状

況調査結果及び関係市町村の意見を踏まえ実態を的確に把握できる位置を追

加し、調査頻度、方法等も精度の高い評価ができるよう見直しを行うこと。

イ 資機材等運搬経路の選定にあたっては、使用する道路沿道の騒音に係る環

境基準適合等状況に配慮すること。

(2) 水環境について

ア 事業予定区域及びその周辺は、上水道の未普及区域であるため、住民が生

活用水として使用している湧水、表流水、井戸等の状況を調査し、設置等工

事による影響を的確に把握できる地点及び関係市町村の意見を踏まえた地点

で、工事前、工事中及び施設の稼働中における水源水質の測定を行い評価す

ること。

また、設置等工事での濁水防止対策を具体的に検討し、沈砂池等の構造、

設置箇所、排水系路を準備書に詳細に記載すること。

イ 基礎設置に相当量のコンクリートの使用が見込まれることから、水質調査

項目にｐＨを追加するとともに、河川の流量も調査すること。

また、周辺及び下流河川の利水状況を調査すること。

ウ 工事中及び施設の稼働中のし尿及び雑排水の処理計画を準備書に記載する

こと。

また、浄化槽等を設置する場合は、窒素・リン等の除去可能なより高度な

処理性能の施設を使用するとともに、雑排水のみを放流する場合であっても

同等の処理を行う等、可能な限りの水質保全対策を検討すること。

(3) 地盤について

事業予定区域の南側の一部分で急斜面の土地の改変が想定されるため、この

地形的特徴を踏まえた環境影響の回避・低減等対策を検討すること。

(4) 電波障害について

評価対象区域に広野町も含めること。

(5) 動物について

ア バードストライク（コウモリ類を含む）については、事業予定区域及び周
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辺での生息・渡りの調査結果、自社施設での調査結果、過去の衝突等事例、

、国の検討状況等最新の知見を踏まえ可能な限りの回避・低減等対策を検討し

その結果は検討経過も含めて準備書に詳細に記載すること。

イ 猛禽類の調査にあたっては 「猛禽類保護の進め方（平成８年８月環境庁自、

然保護局野生生物課編集 」に従い、年間を通じて実施するとともに、希少猛）

、 。禽類の繁殖が確認された場合には 営巣地等の行動圏解析を綿密に行うこと

なお、実態を的確に把握できる調査地点、頻度等を選定すること。

ウ 渡り鳥の調査については、経時変化を把握できるよう、調査頻度を多くす

ること。また、他地域の資料を収集して、渡り数の比較分析を行うこと。

エ 鳥類調査のラインセンサスのルート及び定点観察の位置、それぞれの調査

頻度等は、実態を的確に把握できるように設定するとともに、希少種が確認

された場合は、より詳細な調査を行うこと。

オ 夜行性飛翔動物の調査は、渡り鳥のほか、フクロウ類、コウモリ類等も対

象とし、可能な限り最新の手法により行うこと。

特に、コウモリ類の調査は、生息状況を的確に把握できる頻度等を選定す

るとともにコロニーの分布情報を収集すること。

カ 濁水、ｐＨの変化等による影響が懸念されるため、主要な水質調査地点で

水生生物（魚類、底生生物）及び水生植物の調査を行うこと。

(6) 植物について

事業予定区域内にある保安林への影響について、必要に応じて評価を行うこ

と。

(7) 生態系について

ア 植生の変化による昆虫相や哺乳類相の変化が、猛禽類やコウモリ類に及ぼ

す影響について評価を行うこと。

なお、小型哺乳類の調査でシャーマントラップを用いる等、一般的な手法

を選定し、必要に応じて他地域との比較分析を行うこと。

イ 供用後に疎開地を好む動物が事業場に近づくことを防ぐため、取付道路を

含めて、新たな疎開地の創出を極力少なくすること。

(8) 景観について

ア 事業予定区域は、樹林の中に位置しており、季節毎の景観の変化が大きい

と想定されることから、季節毎の評価を行うこと。
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イ 事業予定区域は、地域の中心的な生活圏に近接し、周辺から広く視認され

、 、 、 、 、 、る条件にあることから 近隣の住宅のほか 周辺の集落 国道 県道 村道

楢葉町役場、木戸ダム等数多くの調査地点を選定すること。

ウ 風車は、地域の重要な視点場である天神岬公園、Ｊヴィレッジ、二ッ沼総

、 、合公園等からの阿武隈高地への眺望に影響を与える可能性があるため 山頂

丘陵地の頂部等、従来の自然景観を著しく変化させるような位置への配置を

極力避け、周辺景観に十分配慮した計画を前提として評価を行うこと。

エ 視認可能域等の予測は、ブレード先端の高さで行うこと。

(9) 人と自然との触れ合いの活動の場について

事業予定区域及びその周辺に山菜採り等の活動で訪れる人々に対する影響に

ついても評価を行うこと。

(10) 廃棄物等について

建設工事及び施設の稼働に伴い発生する廃棄物、残土等は、発生工程、保管

・処理方法等を準備書に詳細に記載すること。

３ その他

(1) 強風や落雷等による風車の破損・倒壊、漏電事故等の予防対策を示すととも

、 、 。に 事故が起きた場合の緊急時の対応について 準備書に詳細に記載すること

(2) 本意見に関する措置を講じるにあたっては、必要に応じ、関係機関と協議す

ること。


